



調査日：2010 年 7 月 19 日（月）～ 21 日（水）
調査場所：ラダック（シャクティ）ニンマ派寺院タクトク寺
ツェチュの日：毎年チベット暦 6月 10 日を中日にした三日間




第二日目（チベット暦 6月 10 日）：〈グル・ツェンゲ〉
第三日目（チベット暦 6月 11 日）：〈忿怒尊修法のチャム〉
※〈グル・ツェンゲ〉とは、ニンマ派開祖バドマサンバヴァの供養会で修される、「バド
マサンバヴァとその八変化相の来迎図」のマンダラを顕現したチャムである。







第二日目：2010 年 7 月 20 日〈グル・ツェンゲ〉　




































































































































































15：12　グル・バドマサンバヴァ Guru Padmasambhava［持物：右手：鉢 左手：持物
なし］同様に、広場中央の柱を中心にして、時計周りにチャムを行った後、着席する。
続いて、次の八変化相が立ち上がり、チャムを執り行う。以下、同様。
15：18　グル・ログダ・チョグ・ショド Guru Lodhen Chogsed［持物：右手：ダマル
（髑髏鼓）、左手：花］

































































































































































































6．ゴンボと十従者 Pandanka Raodrantaka Mahakala 

































7．ケファティカ（Keffa teaka  武将・2名） 
14：32　白面三旗の武将姿のケファティカ（ゴンボの眷属）
二神が登場する。堂前で立ち止まり、チャムを行う。続い
て、刀を振りかざし、円周白線の
一歩外側を時計回りに旋回しなが
ら、魔を祓うチャムを執り行う。
［持物：右手：刀、左手：盾］　
※左腰には弓入りの虎皮ケース、
右腰には五本の矢を携えている。
14：44　ケファティカ二神、退場する。
※儀礼を司る僧侶が慌てて堂内に駆け込む。
※この間、道化役の童子面二名が観客席を練り歩き、お布施を
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集めて回る。ドゥンチェン（大ホルン）が鳴る。
14：46　僧侶が木製の赤い三角壇を手に堂内から広場へと戻ってくる。広場中央の柱の西
側、柱の陰に隠れるように置かれた四角い黄色の座布団（敷物）の上に三角壇が置かれ
る。三角壇の上には虎柄の三角巾が被せられ、その傍にはセレム（刀）が添えられる。
シンバルが鳴る。
8．シワ（鹿神・ヤマ）
シワ（鹿神）が登場する。堂扉前で僧侶がシワ（鹿
神）に清めの穀物を手渡す。穀物を受け取るや、堂
扉前でシワは穀物を撒き、道を清める。シワは破魔
矢（忿怒尊の白い三目が描かれた黒い羽根がついた
木製の短い黒い破魔矢）を握っている。
※シワ（鹿神）はヤマーンタカの眷属（ヤマ）であ
り、バドマサンバヴァが鹿神に化けて鬼退治をした
という伝承からチャムに取り入れられたと言われて
いる。※タクトク寺シワは三角壇の中のバグリン（大麦粉の
練物で作った人形）を法具のセレム（刀）で刺し、障碍の魔
を討つ修法を執り行う。
シワはチャムを行いながら登場し、三角壇の前で立ち止り、
三角壇を座布団の上から地面に移し、自らが座る座布団を破
魔矢で清め、三角壇を覆っていた虎柄の三角巾を取り、バグ
リンを見て、驚いた仕草を見せ、飛び跳ねながら、チャムを
行う。続いて、シワはチャムを行いながら、広場を半周回
り、印契を結びながら、
三角壇のバグリンに悪魔
を封じ込める。その際、シワは、左右に三回、前後に
三回、計九回、両手で印契を結び、大きくのけぞりな
がら、首を振る。続いて、シワはセレム（刀）をバグ
リンに五回突き刺し、バグリンの両足、両腕、首を切
断し、破壊する。破壊したバグリンの上でシワが真言
を唱えながら印契を結んでいると、突如、風が吹き始め、視界が曇るほどの砂嵐が起こ
る。修法が終わると、シワは立ち上がり、広場を時計
回りに回りながらチャムを行い、堂内へと退場する。
15：07　僧侶が三角壇と聖水壺を堂内に戻す。その途
中、僧侶は、堂扉前で、三角壇の中のバグリン（人
形）の破片を西の方角に投げ捨てる。そして、聖水壺
の孔雀の羽根を手に取り、堂扉前に聖水を振り撒き、
清めてから、三角壇を手に持って、堂内に入る。
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15：08　シワ、退場する。
15：10　読経が続く。
※この時点で観客が散集し始める。　
15：20　力強い太鼓の音とシンバルの音が響き渡る。
15：23　僧侶、広場中央の柱周辺を聖水で清める。
15：26　ゴンボの十従者のうちの香壺を持ったアチャリ二名
が立ち上がり、チャムを行う。着席していたゴンボと八従者
達が次々に立ち上がる。先頭のゴンボに続いて、シャナグ二
名、托鉢僧二名、ラモ二名、ギン二名が順にチャムを行う。
その後、全員一列になって柱中心にして広場を一周し、堂内
へと退場し始める。
15：31　ゴンボと十従者全員の退場をもって、〈忿怒尊修法のチャム〉が終了する。
9．僧侶達によるセテン（楽隊による清めのお練り）
15：40　僧侶達によるセテンが始まる。先導役の大
線香一名、香壺二名、法螺貝一名、ガンリン（チャ
ルメラ）二名、幡三名、シンバル一名、太鼓一名、
シンバル一名、太鼓一名、シンバル二名、金剛鈴一
名、ガンリン（チャルメラ）一名の順に一列になっ
て練り歩き、半周進んでは半周戻るを繰り返し、広
場を三周して堂内へと退場する。※この時、座主タ
クルン・リンポチェの御影が堂内に戻される。
15：46　セテン終了後、広場では地元信者達が撤収作業を始める。その間、堂内では僧
侶全員で護法神（忿怒尊）を送る読経が執り行われ
る。読経後、前日と同様、チャム修会で使用したトル
マ（供物）を堂外に捨てる。その後、祭壇に祀られて
いた宮殿形のトル
マ（供物）の皿に
入った、無病息災
の御祈祷済みの粒
状トルマ（大麦粉の練物で作った供物）がツェチュに
参加した僧侶達と地元信者達に配られる。各自一粒ず
つ手にとって食べる。
17：10　三日間にわたるツェチュが終了する。
写真：木村理子
調査協力者：タクトク寺僧侶チャムバン 氏、 氏
